
1. まちづくり活性化事業の推進 
2. 経営改善普及事業の推進 
3. 意見活動の推進  
4. 情報化事業の推進 
5. 組織強化事業の推進 
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本
年
安
城
市
が
市
制
施
行
55
周
年
に

当
た
り
実
施
さ
れ
る
記
念
事
業
に
は

協
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
役
員
・
議
員
・
会
員
の

皆
様
に
は
常
に
温
か
い
ご
指
導
ご
協

力
を
賜
り
、
当
所
が
順
調
に
発
展
し

て
参
り
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
深
く

感
謝
い
た
す
と
共
に
厚
く
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。
何
卒
今
後
と
も
ご
支

援
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

当
所
は
、
常
議
員
会
を
３
月
16
日
�
、
通
常
議
員
総
会
を
28
日
�
に
安
城
商
工
会
議
所
に
て
開
催
し
、

原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
た
。
通
常
議
員
総
会
に
お
い
て
可
決
承
認
さ
れ
た
議
案
は
次
の
と
お
り
。

�
平
成
19
年
度
事
業
計
画
案
に
関
す
る
件
、
�
平
成
19
年
度
各
会
計
収
支
予
算
案
に
関
す
る
件
、

�
定
款
変
更
に
関
す
る
件
。【
報
告
事
項
】
�
就
業
規
則
に
関
す
る
件
、
�
給
与
規
定
改
正
に
関
す
る
件
、

�
新
入
会
員
承
認
に
関
す
る
件
。（
報
告
事
項
に
つ
い
て
は
常
議
員
会
に
お
い
て
承
認
。）

平
成
19
年
度

事
業
計
画

大
　
　
綱

直
市
な
ど
ま
ち
の
利
用
の
提
案
や
サ

ン
ク
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催
な

ど
賑
わ
い
創
出
事
業
の
実
施
や
「
第

54
回
安
城
七
夕
ま
つ
り
」
等
の
事
業

を
活
発
に
実
施
し
中
心
市
街
地
の
活

性
化
を
は
じ
め
当
市
の
ま
ち
づ
く
り

の
活
性
化
を
一
層
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。
Ｉ
Ｔ
の
推
進
に
つ
い
て
は
継

続
し
て
、
安
城
商
工
会
議
所
・
会
員

事
業
所
の
情
報
化
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

を
め
ざ
し
た
事
業
を
、
会
員
事
業
所

の
た
め
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
当
所
の
重
要
事
業
で
あ
り
ま

す
中
小
企
業
相
談
所
事
業
・
組
織
強

化
事
業
・
国
県
市
へ
基
盤
整
備
・
産

業
振
興
等
の
意
見
要
望
活
動
或
い
は
、

研
修
会
・
講
習
会
の
開
催
等
会
員
各

位
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
な
が
ら
積
極
的

に
事
業
展
開
を
図
る
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
。

当
商
工
会
議
所
全
般
の
事
業
運
営

に
つ
き
ま
し
て
は
皆
様
の
ご
意
見
等

を
頂
き
な
が
ら
今
日
の
厳
し
い
経
済

環
境
を
乗
り
切
る
為
、
重
点
項
目
の

推
進
に
努
め
た
い
と
存
じ
ま
す
。

本
年
度
は
、
10
月
31
日
で
役
議
員

の
改
選
期
に
あ
た
り
、
年
度
始
め
よ

り
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
又
、

我
が
国
の
経
済
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
製
造
業
を
中
心
に
景
気
は
上
向

い
た
と
い
わ
れ
て
お
り
、
又
当
地
域

は
全
国
的
に
み
て
も
恵
ま
れ
て
い
る

が
、
個
人
消
費
は
横
ば
い
が
続
い
て

お
り
、
原
油
・
原
材
料
の
高
騰
に
よ

り
、
規
模
・
業
種
等
に
よ
っ
て
は
若

干
差
異
が
あ
り
、
未
だ
自
立
的
な
回

復
軌
道
に
乗
れ
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
企
業
収
益
は
製
造

業
中
心
に
増
加
、
雇
用
情
勢
の
有
効

求
人
倍
率
で
高
水
準
に
な
っ
て
お
り

人
材
不
足
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
昨
年
は
、
創
業
人
材

育
成
事
業
（
第
二
創
業
・
経
営
革
新

塾
）
・
大
学
就
職
指
導
担
当
者
と
の

情
報
交
換
会
・
会
員
事
業
所
交
流
見

学
会
な
ど
多
く
の
事
業
を
実
施
し
ま

し
た
。
本
年
度
は
、
ま
ち
づ
く
り
Ａ

ｎ
ｊ
ｏ
を
中
心
に
空
き
店
舗
対
策
や

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
な
ど
の

た
め
に
「
空
き
店
舗
情
報
集
約
シ
ス

テ
ム
」
の
活
用
推
進
・
ま
ち
な
か
産
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工
業
部
会

各
部
会
・
委
員
会

事
業
計
画

運
営
委
員
会

広
報
委
員
会

雇
用
労
働
委
員
会

サ
ル
ビ
ア
研
究
会

商
業
部
会

建
設
部
会

観
光
・
サ
ー
ビ
ス
部
会

当
部
会
は
、
産
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル

化
が
継
続
し
て
い
る
中
で
、
工
業
界

が
直
面
す
る
諸
問
題
に
対
し
、
部
会

員
の
意
見
の
結
集
を
は
か
り
、
行
政

及
び
関
係
諸
団
体
と
協
調
し
、
工
業

振
興
の
た
め
の
事
業
を
推
進
し
た
い
。

当
部
会
は
、
当
面
す
る
幾
多
の
諸

問
題
を
正
視
し
な
が
ら
、
行
政
と
連

携
し
地
域
商
業
発
展
の
た
め
の
事
業

活
動
を
実
施
し
た
い
。

営
基
盤
強
化
を
金
融
面
か
ら
支
援
す

る
と
と
も
に
、
地
域
産
業
の
振
興
を

図
り
、
併
せ
て
会
員
事
業
所
の
発
展

に
役
立
つ
事
業
に
取
り
組
む
。

当
部
会
は
、
多
様
化
し
た
業
種
編

成
の
中
、
環
境
の
変
化
に
対
処
し
、

最
大
公
約
数
を
求
め
た
事
業
活
動
を

実
施
し
た
い
。

当
委
員
会
は
、
当
商
工
会
議
所
の

機
能
を
充
分
に
発
揮
す
る
た
め
、
他

の
委
員
会
・
部
会
と
の
連
携
を
図
り

つ
つ
、
当
所
の
向
上
に
努
め
る
。

金
融
部
会

当
部
会
は
、
中
小
企
業
者
等
の
経

当
委
員
会
は
、
景
気
回
復
基
調
の

兆
し
の
見
え
る
中
、
関
係
諸
機
関
と

の
連
携
を
強
化
し
事
業
に
取
り
組
み

た
い
。

当
研
究
会
は
、
異
業
種
交
流
に
よ

り
新
規
事
業
の
創
出
と
企
業
活
性
化

の
た
め
の
情
報
交
換
に
よ
る
経
営
の

研
究
を
し
、
所
期
の
目
的
に
向
か
っ

て
事
業
に
取
り
組
む
。

当
委
員
会
は
「
あ
ん
じ
ょ
う
商
工

会
議
所
会
報
」
を
通
じ
て
、
経
済
情

勢
や
諸
施
策
の
普
及
を
は
か
り
、
商

工
会
議
所
事
業
及
び
運
営
状
況
を
会

員
並
び
に
地
域
社
会
に
広
く
周
知
し
、

商
工
会
議
所
の
理
解
と
活
用
を
高
め

る
た
め
「
親
し
み
読
ま
れ
る
会
報
」

づ
く
り
に
努
力
し
た
い
。

中
小
企
業
委
員
会

当
委
員
会
は
、
市
内
中
小
企
業
の

経
営
基
盤
の
強
化
を
は
か
り
、
金
融
、

税
務
、
労
務
に
関
す
る
諸
問
題
を
解

決
す
る
た
め
、
中
小
企
業
相
談
所
が

実
施
す
る
経
営
改
善
普
及
事
業
を
さ

ら
に
積
極
的
に
推
進
し
、
市
内
中
小

企
業
の
発
展
・
拡
大
を
支
援
す
る
。

中
心
市
街
地
活
性
化
委
員
会

当
委
員
会
は
、
中
心
市
街
地
の
活

性
化
に
向
け
て
、
ま
ち
づ
く
り
の
活

動
組
織
で
あ
る
「
ま
ち
づ
く
り
Ａ
ｎ

ｊ
ｏ
」
の
事
業
を
計
画
及
び
支
援
し
、

中
心
市
街
地
活
性
化
に
向
け
た
企
画
、

調
整
役
と
し
て
そ
の
事
業
内
容
を
検

討
す
る
。

当
部
会
は
地
域
建
設
業
及
び
建
設

関
係
事
業
所
の
事
業
振
興
を
計
る
た

め
の
事
業
に
取
り
組
み
た
い
。

交
通
運
輸
部
会

当
部
会
は
、
交
通
運
輸
関
係
企
業

の
振
興
の
た
め
の
事
業
を
実
施
し
た

い
。

●収入の部 ●支出の部 （単位：千円） 

・中小企業相談所会計 
・特定商工業者会計 
・安城商工会館管理特別会計 

78,808千円 
2,295千円 
19,560千円 

・共済制度特別会計 
・労働保険事務組合特別会計 
・特定退職金共済特別会計 

38,540千円 
6,001千円 
5,640千円 

その他主要6会計 
の予算額 

会　費 53,135
会費 42,000 会費 
役員・議員会費 11,125 役員議員 
過年度会費 10

補助金 4,520
市補助金 4,520 安城市より 

事業収入 9,500
事務委託料 4,000 団体事務委託料 
検定事業収入 1,300 簿記・珠算・PC
広告料 1,400 会報広告料 
受講料 800 講習会受講料 
事務手数料 1,000 汚染負荷料賦課金 
その他事業収入 1,000 原産地 

繰入金 4,200
特退金会計繰入 4,200 特退金会計繰入 

寄付金 1
寄付金 1

負担金 1,200
負担金 1,200 視察研修会・従業員表彰負担金 

雑収入 1,105
預金利息 5 預金利息 
雑収入 1,100

繰越金 18,000
繰越金 18,000 平成18年度より繰越 

91,661

款 項 予 算 額  備　　　考 款 項 予 算 額  備　　　考 
事業費 23,650

産業振興費 11,050 部会・委員会・サルビア研究会 
一般事業費 12,600 検定・講習会・会報発行・七夕 等 

管理費 36,200
給与費 12,200 役職員給与・諸手当・賞与 
福利厚生費 3,200 福利厚生費 
旅費 1,500 旅費交通費 
事務費 11,400 通信・事務機・消耗品・公用車等 
会議費 2,300 議員総会・常議員会 他 
交際費 1,000 慶弔・広告 
分担金 2,000 日商会費他 
渉外費 1,000 渉外費 
支所管理費 1,600 支所維持費 

繰出金 28,100
特定商工業者会計繰出金 1,100 特定商工業者会計へ 
中小企業相談所会計繰出金 10,000 中小企業相談所会計へ 
退職給与積立金会計繰出金 9,000 退職給与積立金会計へ 
財政調整基金繰出金 5,000 財政調整期金会計へ 
駐車場対策繰出金 3,000 駐車場対策積立金会計へ 

雑　費 500
雑費 500

予備費 3,211
予備費 3,211

合　　　計 
合　　　計 

91,661

平成19年度　安城商工会議所収支予算 平成19年度　安城商工会議所収支予算 
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当
所
は
西
三
河
地
区
の
９
団
体
と

共
催
で
名
古
屋
市
中
小
企
業
振
興
会

館(

吹
上
ホ
ー
ル)

に
お
い
て
、「
交
流

プ
ラ
ザ
２
０
０
７
学
生
の
た
め
の
合

同
企
業
説
明
会
」
を
開
催
し
た
。

当
日
は
西
三
河
地
区
の
１
３
８
企

業
が
出
展
し
、
来
春
卒
予
定
の
学
生

４
６
１
名
の
来
場
が
あ
っ
た
。

当
所
異
業
種
交
流
グ
ル
ー
プ
「
サ

ル
ビ
ア
研
究
会
」
は
、「
㈱
大
同
キ
ャ

ス
テ
ィ
ン
グ
ス
中
津
川
工
場
視
察
会
」

を
開
催
し
た
。

当
日
は
、
同
社
概
要
説
明
を
受
け

労
働
安
全
衛
生
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ

ス
テ
ム
を
進
め
る
上
で
、
実
効
性
の

あ
る
安
全
衛
生
管
理
計
画
を
樹
立
す

る
こ
と
は
、
基
本
的
事
項
で
あ
り
、

ま
た
労
働
安
全
衛
生
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い
な
い
事
業

場
に
お
い
て
も
、
安
全
衛
生
管
理
の

根
幹
と
な
る
も
の
で
す
。

愛
知
労
働
局
で
は
、
労
働
安
全
衛

生
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
普
及

促
進
を
図
る
た
め
、
年
間
安
全
衛
生

管
理
計
画
の
参
考
様
式
を
作
成
し
て

い
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

年
間
安
全
衛
生
管
理
計
画
書
の
参

考
様
式
は
、
愛
知
労
働
局
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。（
Ｈ
Ｐ
▽

http://w
w
w
.aichi-rodo.go.jp

）

た
後
、
工
場
内
を
見
学
し
、
質
疑
応

答
を
行
っ
た
。
同
社
は
、
ニ
ッ
ケ
ル

合
金
や
鉄
鋼
を
独
自
の
減
圧
吸
引
法

に
よ
る
ロ
ス
ト
ワ
ッ
ク
ス
方
式
で
鋳

造
し
て
い
る
。
質
疑
応
答
で
は
、
昨

今
の
原
材
料
価
格
の
高
騰
や
求
人
問

題
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
さ
れ
た
。

当
所
は
、
３
月
１
日
か
ら
５
日
ま

で
の
３
日
間
に
所
得
税
確
定
申
告
、

22
日
と
23
日
の
２
日
間
に
消
費
税
確

定
申
告
の
個
別
相
談
会
を
開
催
し
た
。

当
日
は
、
税
理
士
や
青
色
申
告
会

役
員
、
当
所
経
営
指
導
員
ら
が
訪
れ

た
事
業
者
の
皆
さ
ん
の
申
告
書
を
点

検
の
う
え
、
受
付
を
行
っ
た
。

当
所
は
、「
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21

認
証
・
取
得
支
援
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開

催
し
た
。

当
日
は
、
講
師
に
エ
コ
ア
ク
シ
ョ

ン
21
地
域
事
務
局
あ
い
ち
運
営
委
員

長
で
審
査
人
の
松
島
健
一
氏
を
迎
え
、

制
度
概
要
と
取
得
時
の
メ
リ
ッ
ト
等

に
つ
い
て
説
明
し
た
。

０
５
回
表
彰
で
は
、
役
員
・
議
員
表

彰
と
し
て
当
所
か
ら
は
、
石
原
勝
成

氏
、
石
原
昭
氏
、
稲
垣
和
彦
氏
、
丸

山
光
夫
氏
、
永
谷
博
茂
氏
（
以
上
、

勤
続
30
年
）、
大
見
哲
久
氏
、
加
賀

昭
成
氏
、
太
田
正
留
氏
、
杉
浦
實
氏

（
以
上
、
勤
続
20
年
）の
９
名
が
受
賞

さ
れ
た
。

議
事
で
は
、
平
成
19
年
度
事
業
活

動
計
画
案
、
平
成
19
年
度
収
支
予
算

案
に
つ
い
て
、
両
議
案
と
も
に
異
議

な
く
承
認
さ
れ
た
。

日
本
商
工
会
議
所
は
「
第
１
０
５

回
通
常
会
員
総
会
」
を
開
催
し
た
。

総
会
に
先
立
ち
行
わ
れ
た
、
第
１

交
流
プ
ラ
ザ
２
０
０
７ 
学
生
の
た
め
の 

合
同
企
業
説
明
会 

交
流
プ
ラ
ザ
２
０
０
７

交
流
プ
ラ
ザ
２
０
０
７ 
学
生
の
た
め
の

学
生
の
た
め
の 

合
同
企
業
説
明
会

合
同
企
業
説
明
会 

交
流
プ
ラ
ザ
２
０
０
７ 
学
生
の
た
め
の 

合
同
企
業
説
明
会 

2/282/28

所
得
税
・
消
費
税
確
定 

申
告
個
別
相
談
会 

所
得
税

所
得
税
・
消
費
税
確
定

消
費
税
確
定 

申
告
個
別
相
談
会

申
告
個
別
相
談
会 

所
得
税
・
消
費
税
確
定 

申
告
個
別
相
談
会 

3/3/ 1～5 2222・2323
1～5 
22・23

エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21 

認
証
・
取
得
支
援
セ
ミ
ナ
ー 

エ
コ
ア
ク
シ
ョ

エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21 

認
証
認
証
・
取
得
支
援
セ
ミ
ナ
ー

取
得
支
援
セ
ミ
ナ
ー 

エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21 

認
証
・
取
得
支
援
セ
ミ
ナ
ー 

3/273/27

日
商
通
常
会
員
総
会 

当
所
か
ら
９
名
が
受
賞 

日
商
通
常
会
員
総
会

日
商
通
常
会
員
総
会 

当
所
か
ら
９
名
が
受
賞

当
所
か
ら
９
名
が
受
賞 

日
商
通
常
会
員
総
会 

当
所
か
ら
９
名
が
受
賞 

3/153/15

�
大
同
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
ス 

中
津
川
工
場
視
察 

�
大
同

�
大
同
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
ス

キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
ス 

中
津
川
工
場
視
察

中
津
川
工
場
視
察 

�
大
同
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
ス 

中
津
川
工
場
視
察 

3/83/8

▲企業説明を受ける学生

▲視察での概要説明の様子

▲講師の松島氏

▲日商総会の様子

▲大勢の人で賑わう相談会

議
員
職
を
と
る
者
の
変
更

【
㈱
イ
ノ
ア
ッ
ク
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

安
城
事
業
所
】

吉
田
敏
夫→

河
野
鉄
矢

議
員河

野
氏

〔
第
１
１
５
回
簿
記
検
定
〕

（
２
月
25
日
、
商
工
会
議
所
）

【
２
級
】
稲
垣
晴
美
、
武
藤
安
里
、

高
橋
直
樹
、
浅
岡
浩
輔
、
榊
原
浩
美
、

竹
谷
源
一
、
新
家
　
聡
、
西
口
隆
洋
、

八
木
さ
と
み
、
芹
川
　
学
、
鈴
木
寿

洋
、
増
永
純
子

【
３
級
】
岡
本
麻
友
子
、
武
藤
安
里
、

加
藤
紀
子
、
杉
山
千
晶
、
鈴
木
栄
子
、

種
村
有
夏
、
植
村
佳
世
、
中
尾
美
紀

子
、
龍
尾
光
太
郎
、
金
田
雅
宏
、
大

羽
章
夫
、
山
田
佳
人

【
４
級
】
杉
浦
玉
紀

合
格
お
め
で
と
う

安
全
衛
生
管
理
計
画
を

作
成
し
ま
し
ょ
う

（ ）

（ ）



さ
い
。
そ
し
て
自
家
製
の
キ
ン
ピ
ラ

を
入
れ
た「
き
ん
ぴ
ら
ご
ぼ
う
パ
ン
」。

軽
く
炒
め
た
キ
ャ
ベ
ツ
に
ロ
ー
ス
カ

ツ
と
味
噌
が
よ
く
マ
ッ
チ
し
た
「
み

そ
カ
ツ
サ
ン
ド
」。
こ
れ
ら
の
お
い

し
さ
を
求
め
て
名
古
屋
や
豊
橋
か
ら

来
る
お
客
さ
ん
も
た
く
さ
ん
い
る
そ

う
で
す
。

「
パ
ン
は
生
き
物
だ
か
ら
、
ひ
と

つ
ひ
と
つ
心
を
込
め
て
焼
い
て
い
る

ん
だ
よ
。」
と
店
主
は
パ
ン
へ
の
思

い
を
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

パ
ン
に
は
保
存
料
や
添
加
物
は
一

切
使
用
し
て
い
な
い
の
で
安
心
し
て

召
し
上
が
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
。

７
時
30
分
〜
19
時

火
曜
日
、
第
１
・
３
月
曜
日

（
渥
美
）

休

方
も
個
性
的
で
お
し
ゃ
れ
な
方
が
多

く
、
生
徒
さ
ん
が
先
生
の
フ
ァ
ン
に

な
っ
て
楽
し
く
受
講
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
２
階
が
多
目
的
空
間
と
な

っ
て
い
て
教
室
や
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ

て
い
ま
す
。
６
月
に
は
秋
物
・
冬
物

の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
・
コ
ー
ト
類
の
受
注

会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

各
種
教
室
に
つ
き
ま
し
て
は
随
時

受
講
者
募
集
中
で
す
。
受
講
の
詳
細

は
お
気
軽
に
お
店
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。10

時
〜
19
時

火
曜
日

（
杉
原
）

今
回
訪
問
し
た
事
業
所
は
、
古
井

町
に
あ
る
パ
ン
屋
さ
ん
「
フ
ォ
ワ
イ

エ
・
ブ
ラ
ン
ジ
ェ
」。

ピ
ン
ク
の
可
愛
ら
し
い
建
物
で
店

内
も
明
る
く
メ
ル
ヘ
ン
チ
ッ
ク
な
お

店
。
焼
き
た
て
の
香
ば
し
い
か
お
り

が
立
ち
込
め
て
い
ま
す
。
パ
ン
の
種

類
は
な
ん
と
60
種
類
。
オ
ス
ス
メ
は

ア
ッ
プ
ル
パ
イ
や
チ
ェ
リ
ー
パ
イ
な

ど
サ
ク
サ
ク
ッ
と
し
た
食
感
に
こ
だ

わ
っ
た
パ
イ
。
ま
た
、
ラ
イ
麦
と
小

麦
粉
を
ミ
ッ
ク
ス
し
た
ド
イ
ツ
パ
ン

は
、
軽
い
酸
味
と
し
っ
と
り
め
の
食

感
で
日
持
ち
も
す
る
の
で
大
人
気
と

か
。
ま
た
惣
菜
パ
ン
の
一
番
の
売
れ

筋
は
「
じ
ゃ
が
バ
タ
ー
パ
ン
」。す
ぐ

に
売
り
切
れ
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で

見
つ
け
た
ら
ゲ
ッ
ト
し
て
み
て
く
だ

会 員 事 業 所 訪 問 会 員 事 業 所 訪 問 

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

営

休 営

今
回
紹
介
す
る
事
業
所
は
御
幸
本

町
の
「
丸
杉
」。

丸
杉
は
創
業
九
十
年
を
数
え
る
伝

統
の
あ
る
着
物
・
寝
具
販
売
店
で
す
。

現
在
は
着
物
等
の
販
売
だ
け
で
は

な
く
、
中
心
市
街
地
を
多
く
の
方
に

利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
目
的
で
様

々
な
教
室
を
開
催
し
て
好
評
を
得
て

い
ま
す
。

主
な
教
室
は
、
着
付
・
和
裁
・
書

道
・
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
・
ハ

ー
ブ
染
め
体
験
、
ナ
チ
ュ
ラ
ル
マ
ッ

サ
ー
ジ
・
ピ
ラ
テ
ス
な
ど
で
多
く
の

方
が
受
講
さ
れ
て
い
ま
す
。
講
師
の

手作りパン 
のお店 
手作りパン 
のお店 

東海道新幹線 

更生病院 

アオキ 
スーパー 

堀内駅 

古井駅 

名
鉄
西
尾
線 

古井町小仏9-2
TEL 77-5515

★ 
交流広場 

碧信 

JA

至岡崎 至刈谷 

ロータリー 

JR東海道本線 
JR安城駅 

市営市営 
駐車場駐車場 
市営 
駐車場 

�丸杉 

御幸本町7-15
TEL 76-6261

ステイタス 
としての 
着物 

ステイタス 
としての 
着物 

�丸杉 


